
Keyword

その他の研究テーマ

本研究は類似する部分が多く、近年では形態の多様化が
著しい「映像」と「写真」２つのメディアにおいて、それらを複
合的に用いた新たな表現手法での作品制作およびその研究
を行っています。また、「映像」と「写真」を横断的に用いるこ
とで、逆説的にそれぞれの特異性や優位性を研究し、新たな
視点でのメディア考察を目的としています。

具体的には、「映像」と「写真」それぞれが捉える〈時間〉
について考察するため、２台のカメラを併置し、同時間の同
被写体を長時間露光を用いた写真と映像の両方で撮影しま
す。そのイメージを、１枚のスクリーンに両面から２台のプロジェ
クターで投射し、映像と写真を複合的に用いた新たな視覚効
果を得ることに取り組んでいます。

映像と写真の複合表現に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

映像と写真の複合表現
●映像と写真を複合的に用いることで新たな視覚表現を目指します。
●映像と写真それぞれの特異性への考察を行います。

Point

●映像と写真を複合的に用いる
ことでどのような体験が可能だ
ろう。

様々な視覚メディアが溢れるなか
で、新たな視覚体験を得ることが
できます。

映像と写真の特徴とそれぞれの
優れた点を検証することで、より
深い活用が可能になります。

●SNSなどで映像も写真も身近
になったけれど、それぞれには
どのような特徴があるだろう。

写真、映像

・二次離島の写真記録に関する研究
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